
1986年出上の木簡

取
れ
る
。
赤
外
線
テ
レ
ビ
を
使
用
し
た
観
察
に
よ
れ
ば
、
くｃ，
面
で
は
二
文
字
の

ほ
か
墨
痕
が
認
め
ら
れ
、
⑮

。
①
面
で
は
墨
痕
だ
け
で
文
字
は
不
明
で
あ

っ
た
。

ぐａ，
面
に
つ
い
て
は
習
書
と
考
え
ら
れ
、
他
は
不
明
で
あ
る
。
濤
と
い
う
性
格

上
、
伴
出
遺
物
と
の
年
代
関
係
は
や
や
あ
い
ま
い
に
な
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
奈

良
末
と
考
え
た
い
。

９
　
関
係
文
献

山
形
県
教
育
委
員
会

『
生
石
２
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

（
２
曽

（
山
形
県
埋
蔵

文
化
財
調
査
報
告
書
第
九
九
集
　
一
九
八
五
年
）

同

『
生
石
２
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

（
３
ご

（山
形
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書

第

一
一
七
集
　
一
九
八
六
年
）

（安
部
　
実
）

に
い
あ
お

ど

山
形

。
新
坐
旦
榎
迫還
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
酒
田
市
大
字
新
青
渡
字
家
際

２
　
調
査
期
間
　
　
一
次
調
査
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
八
月
を
九
月
、　
二
次

調
査
　
一
九
八
三
年
七
月
ｉ
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
山
形
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
佐
藤
庄

一
・
安
部
　
実

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
青
渡
遺
跡
は
、
国
指
定
史
跡

「
城
輪
柵
跡
」
の
北
北
東
四
ｋｍ
に
位
置
す
る
。

酒
田
北
部
三
角
洲
上
に
立
地
す

る
数
少
な
い
遺
跡
の
一
つ
で
あ

る
。
標
高
四
ｍ
を
測
る
。

発
掘
調
査
は
県
営
は
場
整
備

事
業
施
正
区
に
限

っ
て
行

っ
た
。

遺
構
は
微
高
地
上
に
集
中
し
て

検
出
さ
れ
た
。
調
査
の
結
果
、

掘
立
柱
建
物

一
七
棟
、
井
戸
三

基
、
土
竣
二
〇
基
、
製
鉄
遺
構

(酒 田)



一
基
、
溝
状
遺
構
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
墨
書
土
器
は
文
字
の
判
読
不
能

な
も
の
も
含
め
て
一
二
五
点
出
上
し
た
。
同

一
墨
書
銘
に
は

「
郡
」
Ｃ
一八
点
）、

コ
一」
全
西
点
）、

「十
」
「
連
」
「
否
」
（各
四
占
じ
が
あ
る
。

木
筒
は
、　
二
次
調
査
の
Ｂ
区
北
側

一
二
〇
ｍ
で
掘

っ
た
試
掘
坑

（
Ｔ
Ｐ
三
〇
）

か
ら

一
点
出
上
し
て
い
る
。
伴
出
遺
物
は
な
い
が
、
平
安
時
代
の
遺
構
面
か
ら

の
出
上
で
あ
る
の
で
、
同
時
期
の
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
衛
の
釈
文

・
内
容

秋
田
・
払
田
柵
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
秋
田
県
仙
北
郡
仙
北
町
払
田
、
千
畑
町
本
堂
城
回

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
６‐
）
四
月
を
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
秋
田
県
法
育
庁
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
船
木
義
勝

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
城
柵
官
行
跡

６
　
連退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

払
田
柵
跡
は
雄
物
川
の
中
流
域
に
近
い
大
曲
市
の
東
方
約
六
節
、
横
手
盆
地

北
側
の
仙
北
平
野
中
央
部
に
位
置
し
、
第
三
紀
硬
質
泥
岩
の
真
山

。
長
森
の
丘

陵
を
中
心
と
し
て
、
北
側
の
烏

川

。
矢
島
川
、
南
側
の
丸
子
川

に
囲
ま
れ
た
沖
積
地
に
立
地
す

る
。
遺
跡
は
長
森
を
中
心
と
す

る
内
郭

（線
）
と
、　
長
森

・
真

山
を
含
む
外
郭

（線
）
に
囲
ま

れ
て
い
る
。
内
郭
線
は
石
塁
、

築
地
上
塀
と
角
材
列
が
連
な
り
、

南

。
北

・
東
に
八
脚
門
が
つ
く
。

(1)

大
声ぃ
□口
西と
□

上
下
両
端
が
欠
損
し
て
お
り
、
墨
書
面
に
は
刃
物
に
よ
る
横
の
刻
線
が
、　
一

を
二
伽
の
間
隔
で
連
続
し
て
認
め
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

山
形
県
叛
育
委
員
会

『新
青
渡
遺
跡
第
２
次
発
掘
調
査
報
告
書
』
（山
形
県
埋

蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
７９
集
　
一
九
八
四
年
）

（安
部
　
実
）
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）
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